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第１章 城陽未来まちづくり会議の実施概要 

 

１－１ 会議開催の目的と位置づけ 

城陽未来まちづくり会議は平成 26 年度から始まった取り組みです。これまで行政に声を

届ける機会が少なかった市民の方に、市政への参加を促し、その意見を市政に取り入れる

こと、またそのことを通じて市民意識の高揚を図り、市民活動の担い手の掘り起しにつな

げることを目的に開催しました。従って、会議での意見については、諮問に対する答申や

提言といったものでなく、「幅広い市民の声」として位置づけられるものとなります。 

 

 

１－２ 参加者の決定 

〇参加希望者の選定 住民基本台帳から市民 1,800 人を無作為に抽出し、城陽未来まち

づくり会議への参加依頼を送付しました。あわせて会議について

のアンケート調査を実施しました。 

〇参加募集の人数 55 人 

城陽市（以下「本市」）が京都と奈良のほぼ中間に位置し、古く

から「五里
ご り

五里
ご り

の里
さと

」と呼ばれることにちなんで、55 人としま

した。 

〇参加希望者の決定 参加依頼の結果、62 名から参加希望をいただき、会議に参加して

いただく 55 人を決定しました。 

〇抽 選 の 方 法 年齢や地域性を考慮し、Microsoft Excel のランダム関数を用い

て抽選を行いました。 

〇抽 選 の 結 果 抽選の結果、地域別・年齢別の参加予定者は下表のとおりです。 

 
久津川地区 寺田地区 富野地区 青谷地区 

合計 
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 

10－20 歳代 １ ０ ５ ２ ０ ０ ０ ０ ８ 

30 歳代 ３ ３ ０ １ ３ ２ １ ０ １３ 

40 歳代 ０ ０ １ １ １ ２ ０ ０ ５ 

50 歳代 ０ １ １ １ １ ２ ０ ０ ６ 

60 歳代 ３ ０ ４ １ ０ ０ ０ ２ １０ 

70 歳代以上 ０ ０ ６ １ ２ ２ ２ ０ １３ 

男女別計 ７ ４ １７ ７ ７ ８ ３ ２ 
５５ 

総計 １１ ２４ １５ ５ 

（単位：人） 
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１－３ 城陽未来まちづくり会議の進め方 

会議の進め方として、概要を以下に整理しました。 

 

○テ ー マ：「城陽市の観光」 

○開 催 日：①平成 27 年 8 月 29 日（土）10：00～16：00（1 日目） 

「城陽市の観光」 

②平成 27 年 9 月 26 日（土）10：00～12：00（2 日目） 

「城陽市の観光～市民が考える観光戦略の立案～」 

○開催場所：文化パルク城陽大会議室 

○会議形式：参加者 55 人を 7つのグループに分けた班ごとの意見交換 

○会議内容：班ごとの意見交換、意見の集約・発表 

 
▲奥田市長のあいさつ 

 
 

１－４ 会議における意見のまとめ 

会議 1 日目では「本市の観光におけるプラス要素・マイナス要素」を洗い出し

観光促進に向けた提案について検討を行いました。事務局においてその提案をＳ

ＷＯＴ分析（P.3 参照）の考え方による現状分析や観光戦略に再整理し、会議 2 日

目では、観光戦略をより具体化するための戦略立案の検討を行うことで、観光の

推進に関する幅広い意見をいただくことができました。 

今回の会議でいただいたご意見に基づき、本市として取り組むべきものについ

ては、既に実施している施策との整合性を図り、施策への反映について検討する

こととします。 
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第２章 城陽未来まちづくり会議の実施報告 

 

２－１ ＳＷＯＴ分析による観光戦略の検討 

（１）ＳＷＯＴ分析とは 

・ＳＷＯＴ
スウォット

分析とは、「強み：Ｓ（Strength
ストレングス

）」 、「弱み：Ｗ（Weakness
ウィークネス

）」 、「機会：Ｏ

（Opportunity
オプチュニティー

）」 、「脅威:Ｔ（Threat
スレット

）」 、これら４つの視点から分析し、戦略を策定

する方法です。 

 

 

（２）ＳＷＯＴ分析の考え方 
 

Step１：現状分析 

・まず本市の特性や課題である内部環境について、「Ｓ：強み」「Ｗ：弱み」に分類します。 

・続いて、社会情勢の変化である外部環境について、「Ｏ：機会」「Ｔ：脅威」に分類します。 

 

 

Step２：クロス分析 

・現状分析後、①「Ｏ：機会×Ｓ：強み」、②「Ｏ：機会×Ｗ：弱み」、③「Ｔ：脅威×

Ｓ：強み」、④「Ｔ：脅威×Ｗ：弱み」についてクロスの分析を行います。 

 

 

Step３：戦略の立案  

①「Ｏ：機会×Ｓ：強み」のクロス分析から、強みを活かして機会を取り込む『強化戦

略』として何が考えられるか検討します。 

②「Ｏ：機会×Ｗ：弱み」のクロス分析から、弱みを補強して機会を捉える『補強戦略』

として何が考えられるか検討します。 

③「Ｔ：脅威×Ｓ：強み」のクロス分析から、強みを活かして脅威を機会にかえる『逆転

戦略』として何が考えられるか検討します。 

④「Ｔ：脅威×Ｗ：弱み」のクロス分析から、弱みを解消して脅威の影響から逃れる『回

避戦略』として何が考えられるか検討します。 
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<ＳＷＯＴ分析の手順>  

Step１：現状分析 

内部環境 

（市の特性や課題） 

外部環境 

（社会情勢の変化） 

強み Ｓ 弱み Ｗ 機会 Ｏ 脅威 Ｔ 

Step２：クロス分析 

強み
Ｓ

機会 
Ｏ 

Ｏ×Ｓ 

Ｔ×Ｗ脅威 
Ｔ 

弱み
Ｗ 

Step３：戦略立案 

× × 

× 機会 Ｏ 

脅威 Ｔ 

強み Ｓ 

強み Ｓ

強みを活かして機会を取り込む 

『強化戦略』は？ 

≪クロス分析≫ 

≪戦略方針≫ 

≪クロス分析≫ 

『逆転戦略』は？ 

× 機会 Ｏ

脅威 Ｔ 

弱み Ｗ 

弱み Ｗ 

弱みを補強して機会を捉える 

『補強戦略』は？ 

≪クロス分析≫

≪戦略方針≫ 

≪クロス分析≫

『回避戦略』は？ 

≪戦略方針≫ ≪戦略方針≫ 
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（３）ＳＷＯＴ現状分析 

ＳＷＯＴ現状分析では、観光のプラス要素となる本市の強みや、マイナス要素となる弱

みを中心に、本市を取り巻く内部環境要因（市の特性や課題）について、会議の 1日目で

意見を出しました。 

※１「金銀糸のシェア」：平成 27 年現在、全国でのシェアは 60％  

 
プラス要素 マイナス要素 

内
部
環
境
（
市
の
特
性
・
課
題
） 

【強み（Ｓ）】 【弱み（Ｗ）】 

・水がおいしい 

・お米がおいしい 

・いちじくがおいしい 

・桃が甘くておいしい 

・梅は香りも良くおいしい 

・梅酒もおいしい 

・山背古道がある 

・古墳や遺跡がある 

・活用できる土地がある 

・流れ橋(上津屋橋)がある 

・寺田いもがおいしい 

・梅林がある 

・桜がきれい 

・自然が多い 

・子どもが遊べる施設がたくさんある 

・花を生産している（花菖蒲・カラー）

・様々なウォークが開催されている 

・木津川サイクリングロードがある 

・安く宿泊できる施設がある 

・サンガタウンがある 

・京都にも奈良にも行きやすい 

・市街地整備が進んでいる 

・東部丘陵地の開発が進められている 

・碾茶が栽培されている 

・金銀糸のシェアが 80％※１ 

 

・ＪＲ城陽以南は交通が不便 

・観光地までの道路が狭い 

・観光客用の無料駐車場が少ない 

・京都と奈良の中間にある 

・観光案内のサインが少ない 

・駅前に案内板が少ない 

・観光は京都に行ってしまう 

・観光の目玉がない 

・地元のお土産が少ない 

・土産物が買える店が少ない 

・観光要素がバラバラで連携不足 

・山背古道沿いにトイレが少ない 

・道の駅がない 

・市のホームページは見にくく検索しにくい

・金銀糸の後継ぎが少ない 

・農作物生産の後継ぎが少ない 

・休耕地が増えている 

・空き家が増えている 

・民間の宿泊施設がない 

・ＰＲが不足している 

・外国人向けＰＲが不足している 

・城陽の知名度が低い 

・市の財源が少ない 

・学生の遊ぶ場所が少ない 

・イベントがマンネリ化している 

・木津川運動公園にトイレが少ない 

・木津川は自然や安らぎが感じられない 

・自転車空間が危険 

・観光協会の取り組みが知られていない 
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外部環境要因（社会情勢の変化）については、本市のビッグプロジェクトをはじめとし

た内容を、事前配布資料として事務局で整理しました。 

 

 

※２「スマートインターチェンジ」：高速道路の本線上、サービスエリア(SA)、パーキングエリア(PA)、バスス

トップ(BS)に設置されているＥＴＣ専用のインターチェンジ(IC) 

※３「ＳＮＳ」：ソーシャル ネットワーキング サービスの頭文字の略で、人と人とのつながりを促進・サポー

トするために、ひとまとまりになって公開されているインターネット上のサービスのこと 

※４「ツーキニスト」：自転車で通勤する人のこと 

※５「ポタリング」：自転車で気軽に散歩すること 

  

 
プラス要素 マイナス要素 

外
部
環
境
（
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
） 

【機会（Ｏ）】 【脅威（Ｔ）】 

・新名神の開通で関西空港、京都、神戸、

大津からのアクセス時間が短縮され便

利になる 

・スマートインターチェンジ※２が整備さ

れる予定 

・新名神開通を契機に一般道が新たに建

設される 

・京都や奈良へのアクセスが便利 

・ＪＲ奈良線の複線化が進展 

・大きなゴルフ場が立地 

・コンビニの立地が進展 

・地球環境への関心が高まっている 

・携帯電話やスマートフォンの利用者が

多くなっている  

・インターネットの普及が進んでいる 

・フェイスブック等のＳＮＳ※３を利用し

ている人が多くなっている  

・メタボ検診等により健康志向が高まっ

ている 

・自転車利用者が増えている（ツーキニス

ト※４やポタリング※５） 

・まち歩き観光のニーズも多い 

・外国人観光客が増加している 

・観光の目的は自然等の名所見学や学習

体験のニーズが多い 

・郵便施設の進出 

・日帰り旅行の移動手段は車が半数を占め

電車は３割 

・近鉄の急行が止まらない 

・新名神が開通しても通過だけにならないか

・幹線道路が渋滞している 

・少子高齢化が進んでいる 

・踏切の遮断でバス運行に遅延が発生する
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（４）クロス分析による戦略の立案 

ＳＷＯＴ現状分析で整理した本市の特性や課題、本市を取り巻く社会情勢の変化を基に

項目を掛けあわせ、観光戦略を導き出しました。 

 強み  Ｓ 弱み  Ｗ 

機
会 

 

Ｏ 

強みを活かして機会を取り込む 

「強化戦略」（Ｏ×Ｓ） 

弱みを補強して機会を捉える 

「補強戦略」（Ｏ×Ｗ） 

・自転車ブームや健康志向の高まりを促進

させるべく、木津川サイクリングロード

を活用したサイクリングイベントの開催

・環境配慮型のモデル地区の設定による、自

然エネルギーを活用した街づくりの推進 

・休耕地や未利用地を活用した巨大花畑の

整備 

・コンビニを利用した特産品の販売 

・梅の健康増進の効果をＰＲし、商品開発

や販売促進を広く展開 

・観光客をターゲットに金銀糸をブランド

化した新たな商品開発 

・京都や奈良への近隣性を活かしたパーク

アンドライド駐車場※６の整備 

・郵便局のふるさと小包で特産品を発送 

・スマートインターチェンジのサービスエ

リアを活用した、環境配慮型の水族館の

誘致 

・大人も子どもも楽しく遊べるフィールド

アスレチックの整備 

 

 

・城陽に来る前に知ってもらう、帰った後

も楽しめるように、観光情報サイトのリ

ニューアルや情報発信の充実 

・フェイスブックやブログ等を使ったリア

ルタイムな情報の発信 

・コンビニを利用した観光パンフレットの

設置 

・観光案内の看板やサインを道路沿道や駅

を中心に整備 

・イベントの定期的な見直しや機能充実 

・まち歩き観光に対応した駐車場の整備や

レンタサイクルの設置 

・団体旅行に対応した観光バスが停車でき

る駐車場整備や駅前広場整備 

・山背古道を安心して歩けるような、トイ

レや休憩所の設置 

・土産物がつい買いたくなるような、きれ

いで入りやすい「ショップ五里五里の里」

のリニューアル 

・メイドイン城陽を後押しするような商品

のデザイン化や、購買意欲を刺激する売

り方の工夫 

・既存のゴルフ場を活用したプロゴルフツ

アーの誘致 

脅
威 

 

Ｔ 

強みを活かして脅威を機会に変える 

「逆転戦略」（Ｔ×Ｓ） 

弱みを解消して脅威の影響から逃れる

「回避戦略」（Ｔ×Ｗ） 

・小さい子どもが遊べる施設をさらに充

実・ＰＲし、新名神で訪れるファミリー層

の取り込み 

・新名神で訪れる日帰り客が宿泊客になる

ように、旬の観光要素を連携 

・観光客、居住者、従業員を増やし、近鉄急

行が停車するように働きかけ 

・アクセス不便解消に向けて路線バスやコ

ミュニティバスを活用した観光周遊バス

等の運行 

・アクセス不便解消に向けてパークアンドラ

イド駐車場の整備 

・様々な分野の組織や団体と連携、協力し

た組織づくり及び再編や強化 

・未来の城陽を築く小中学生を対象にふる

さと体験学習 

・空き家を活用した民泊施設の整備と収穫

体験 

・新名神開通や東部丘陵地開発に向けたア

ウトレットモールの誘致 
※６「パークアンドライド駐車場」：自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、車を駐車させた後、

鉄道やバスなどの公共交通機関を利用して目的地まで行くシステムのこと  
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一方、クロス分析に該当しない提案も様々ありました。下記にその内容を整理します。 

 

クロス分析をしない単独の提案 

・城陽の土を利用した焼き物づくり 

・城陽市内を巡る安全な自転車周遊コースの整備 

・木津川の活用 

・サイクリングロードを広く活用 

・若者を呼び込んだ後継者づくり 

・古墳の見せ方の工夫 

・イベント日時の固定化（祝日開催） 

・イルミネーション時間帯の延長 

・自分が観光してみる 

・渡し舟の復活 

・出荷できないもの（農作物）の活用 

・ふるさと納税でＰＲ 

・鉄道沿線の特産物を集めた電車イベント 

・鴻ノ巣山にイベントを多数誘致 

・イルミネーションの目玉化 

・観光ルートの設定、観光バスの導入 

・いちじくや桃を梅のように活かす 

・駅をパークアンドライド駐車場として活用（安く駐車） 

・イメージ戦略が必要（プレミアム） 

・さつまいもや柿を加工品（干しいも・つるし柿）として販売 

・体験できる場所づくり 

・城陽の良質な地下水を「名水」として販売 
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２－２ 意見の分析結果のまとめ 

会議の中で出された戦略の提案（P.7～P.8）すべてについてキーワードごとに分類し、

さらに戦略について分析を行いました。 

 

 

① 城陽の観光を知ってもらうためのＰＲや情報発信 

 

≪ＳＷＯＴ分析による戦略≫ 

・城陽に来る前に知ってもらう、帰った後も楽しめるように、観光情報サイトのリニューアル

や情報発信の充実 

・フェイスブックやブログ等を使ったリアルタイムな情報の発信 

・コンビニを利用した観光パンフレットの設置 

・様々な分野の組織や団体と連携、協力した組織づくり及び再編や強化 

・未来の城陽を築く小中学生を対象にふるさと体験学習 

・自分が観光してみる 

・若者を呼び込んだ後継者づくり 

・ふるさと納税でＰＲ 

・プレミアム感のあるイメージ戦略が必要 

 

 

≪分析内容≫ 

観光情報の発信は、観光協会のホームページにて観光全般にわたる情報、ブログを使っ

た情報を発信しています。城陽市総合観光案内所「ショップ五里五里の里」では、ガイドマ

ップやパンフレット等、紙媒体による情報提供や窓口での観光案内を行っています。 

城陽未来まちづくり会議では、「知名度が低い、ホームページが見にくい・検索しにくい、

ＰＲ不足」などの意見が出ました。 

一方、近年の情報化社会においては、インターネットによる情報発信のスタイルが大き

く変化し、スマートフォンの普及とソーシャルメディアの利用者増加に伴い、観光の最中

に感想や写真画像が発信され、様々な情報が即時的に更新され拡散しています。 

 

このような状況を踏まえ、城陽の観光を更にアピールするために、ホームページは閲覧

者目線で情報の切り口を分かりやすく・見やすく整理する必要があります。またホームペ

ージ・ブログ・フェイスブック・ツイッターなどを組み合わせて情報を発信すると同時に、

人が集まる場所へのパンフレット設置等、デジタルとアナログ両方の方法で情報を発信す

る必要があります。さらに情報の相互間連携とともに、観光に関わる人・組織においても

連携や協力を行い、市民との協働による観光の推進が重要です。 
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② 城陽の観光を満喫してもらうための回遊性の向上や機能の充実 

 

≪ＳＷＯＴ分析による戦略≫ 

・自転車ブームや健康志向の高まりを促進させるべく、木津川サイクリングロードを活用した

サイクリングイベントの開催 

・休耕地や未利用地を活用した巨大花畑の整備 

・大人も子どもも楽しく遊べるフィールドアスレチックの整備 

・小さい子どもが遊べる施設をさらに充実・ＰＲし、新名神で訪れるファミリー層の取り込み 

・新名神で訪れる日帰り客が宿泊客になるように、旬の観光要素を連携 

・観光案内の看板やサインを道路沿道や駅を中心に整備 

・イベントの定期的な見直しや機能充実（古墳の見せ方、イルミネーションの時間延長、体験できる

場所づくり、鉄道沿線の特産物を集めた電車イベント、イベント日の固定化、渡し舟の復活、鴻ノ巣山

へのイベント誘致、イルミネーションの目玉化、木津川の活用） 

・まち歩き観光に対応した駐車場の整備やレンタサイクルの設置 

・山背古道を安心して歩けるような、トイレや休憩所の設置 

・既存のゴルフ場を活用したプロゴルフツアーの誘致 

・城陽の土を利用した焼き物づくり 

 

 

≪分析内容≫ 

城陽市の観光資源は、「梅林の花見・木津川の桜・光のページェント」など見て
・ ・

楽しむも

の、「さつまいも掘り・梅酒づくり・ウォーク」など体験
・ ・

して楽しむものがあります。 

城陽未来まちづくり会議では、「子どもが遊べる施設がたくさんある、様々なウォークが

開催されている、自然がきれい」といった意見や、「観光の目玉がない、観光要素がバラバ

ラで連携不足、イベントのマンネリ化」などの意見が出ました。 

一方、観光自体は持ち運びできず、その場所限定の商品であるため、近年の観光客の移

動交通手段・観光形態や行動等のニーズの多様化に対応することが求められています。 

 

このような状況を踏まえて、城陽市の観光を満喫してもらい、リピーターやファンにな

ってもらうためには、行祭事の関係者と連携して、イベントを定期的に見直し、機能を充

実させながらマンネリ化を防ぎ、既存の資源を磨いていくことが重要です。また看板やサ

インを充実させて目的地までの誘導を適切に行うことや、観光途中で休憩できる場所やト

イレを設置し、安心して楽しく観光できる環境整備の検討が必要です。 
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③ 城陽の思い出を持ち帰る土産物の商品開発や、魅力的な物産施設の整備促進 

 

≪ＳＷＯＴ分析による戦略≫ 

・コンビニを利用した特産品の販売 

・梅の健康増進の効果をＰＲし、商品開発や販売促進を広く展開 

・郵便局のふるさと小包で特産品を発送 

・観光客をターゲットに金銀糸をブランド化した新たな商品開発 

・土産物がつい買いたくなるような、きれいで入りやすい「ショップ五里五里の里」のリニューアル 

・メイドイン城陽を後押しするような商品のデザイン化や、購買意欲を刺激する売り方の工夫 

・いちじくや桃を梅のように活用 

・出荷できないもの（農作物）の活用 

・さつまいもや柿を加工品（干しいも・つるし柿）として販売 

・城陽の良質な地下水を「名水」として販売 

 

 

≪分析内容≫ 

観光客が手軽に購入できる城陽市の土産物は、主に城州白の梅を使った商品、寺田いも

やいちじくを使った焼き菓子等が「ショップ五里五里の里」で販売されています。 

城陽未来まちづくり会議では、「お米・いちじく・桃・さつまいもがおいしい」といった

意見や、「地元のお土産が少ない、土産物が買える店が少ない」などの意見が出ました。 

一方、近年の観光のスタイルは「見る」観光から「買う・食べる・体験する」の要素が強

くなっており、地域の食を楽しみ、旅の思い出を持ち帰る土産物選びは、観光の醍醐味の

ひとつでもあります。 

したがって観光に土産は付き物であり、できるだけ多く消費してもらうためには、パッ

ケージのデザインに優れ、センスが感じられる商品で目を引き付け、手に取ってもらうこ

とが重要です。また見ているだけでも楽しくなる店舗内の雰囲気や、レイアウト・陳列方

法も重要となってきます。 

 

これらの状況を踏まえ、観光客も地域住民も、土産物や特産品が１箇所でまとめて購入

できる施設設置の検討や、既存施設の活用またはリニューアル等の検討が必要です。また、

低農薬や減農薬による農作物を使った食への安心が感じられる商品開発も必要です。 
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④ 城陽の新たなまちづくりと観光拠点の検討 

 

≪ＳＷＯＴ分析による戦略≫ 

・環境配慮型のモデル地区の設定による、自然エネルギーを活用した街づくりの推進 

・スマートインターチェンジのサービスエリアを活用した環境配慮型の水族館の誘致 

・新名神開通や東部丘陵地開発に向けたアウトレットモールの誘致 

・空き家を活用した民泊施設の整備と収穫体験 

・大人も子どもも楽しく遊べるフィールドアスレチックの整備（再掲） 

・休耕地や未利用地を活用した巨大花畑の整備（再掲） 

 

 

≪分析内容≫ 

城陽市では、城陽市都市計画マスタープラン（平成21年3月策定、目標年次：平成28年度）におけ

る市の将来像を「緑と太陽、やすらぎのまち・城陽」とし、「やすらぎと活力にみちた文化

の香り高い個性豊かな住宅都市をめざす」との理念が示されています。 

城陽未来まちづくり会議では「自然が多い、市街地整備が進んでいる」といった意見や、

「空き家が増えている、休耕地が増えている、観光の目玉がない、学生の遊ぶ場所がない、

市の財源がない」などの意見が出ました。 

一方、平成 17 年に発効した京都議定書に伴う環境意識の高まりを受けて、全国的に環境

への意識が高まり、城陽市においても環境に配慮したまちづくりが進められています。今

後は観光にも環境の視点を取り入れ、個性的で魅力ある観光を考える必要があります。 

 

そのためには、自然が豊かなベッドタウンとしての特徴を活かし、スマートシティおよ

びエコタウンのまちづくりの推進や、新名神の開通を契機に、東部丘陵地等を活用した環

境に配慮した集客施設の誘致、新たなスポットや観光拠点として「道の駅」の整備を検討

する必要があります。 
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⑤ 城陽の観光をスムーズにするインフラ整備の検討 

 

≪ＳＷＯＴ分析による戦略≫ 

・京都や奈良への近隣性を活かしたパークアンドライド駐車場の整備 

・観光客、居住者、従業員を増やし、近鉄急行が停車するように働きかけ 

・団体旅行に対応した観光バスが停車できる駐車場整備や駅前広場整備 

・アクセス不便解消に向けて路線バスやコミュニティバスを活用した観光周遊バス等の運行 

・アクセス不便解消に向けてパークアンドライド駐車場の整備 

・城陽市を巡る安全な自転車周遊コースの整備 

・観光ルートの設定や観光バスの導入 

・安く駐車できるパークアンドライド駐車場として駅を活用 

 

 

≪分析内容≫ 

城陽市の交通は公共交通機関として近鉄やＪＲの鉄道をはじめ、路線バスやコミュニテ

ィバスが運行されているものの、観光利用にはやや不便な面がうかがえます。幹線道路で

ある国道 24 号や府道 69 号で慢性的な渋滞が発生しており、観光スポット周辺の道路は狭

く、車での来訪がやや困難な状況にあります。 

城陽未来まちづくり会議では、「京都にも奈良にも行きやすい」といった意見や、「観光

地までの道路が狭い、観光用の無料駐車場がない、ＪＲ城陽以南は交通が不便」などの意

見が出ました。 

一方、観光地における駐車場の確保は全国的な課題となっており、既存施設を利用した

シャトルバスの運行や、コミュニティバスの効率的な運行により、マイカー観光への対応

は進んでいるものの、大型観光バスの駐停車スペースの確保は課題が残る状況となってい

ます。 

 

このような状況を踏まえて快適な観光を促すためには、鉄道とバスの連携を促進させる

必要があり、鉄道の急行停車への働きかけや、路線バスやコミュニティバスの路線やダイ

ヤの見直しが必要です。また、バリアフリーの観点から、観光スポット周辺に短時間駐停

車できる小規模分散型の駐車場設置の検討や、大型観光バス用の駐車場として、未利用地

等の活用や、自転車や徒歩で観光地を巡るための安全な道路空間の確保を検討する必要が

あります。 
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資料１ 城陽未来まちづくり会議の報告 

（１）城陽未来まちづくり会議のプログラム 

城陽未来まちづくり会議の開催プログラムを紹介します。 

 

【１日目】 

平成 27 年（2015 年）8月 29 日（土）10：00～16：00 

9：30－10：00 受  付 

10：00－10：10 市長挨拶等 

10：10－10：30 本日のスケジュール確認と資料説明（20 分間） 

10：30－11：10 自己紹介とミニゲーム（40 分間） 

11：10－12：00 
グループワーク：現況編（50 分間） 
・良いところ（プラスの要素）、改善したいところ（マイナスの要素）に

ついて意見交換 

12：00－13：00 －昼 食－ 

13：00－14：00 
グループワーク：提案編（60 分間） 
・観光施策につながる企画提案を考える ～私たちにもできることは～ 

14：00－14：30 
グループワーク：発表に向けた意見のまとめ（30 分間） 
・発表に向けた意見のまとめと発表準備 

14：30－14：35 －休 憩－（５分） 

14：35－15：45 グループ発表（70 分間） 

15：45－16：00 本日の総括・閉会の挨拶・アンケート記入（15 分間） 

 

 

【２日目】 

平成 27 年（2015 年）9月 26 日（土）10：00～12：00 

9：30－10：00 受  付 

10：00－10：05 市長挨拶等 

10：05－10：25 本日のスケジュール確認と資料説明（20 分間） 

10：25－11：15 グループワーク：提案内容の確認と戦略の具体化（50 分間）

11：15－11：45 各班の発表（30 分間） 

11：45－12：00 全体総括・閉会の挨拶・アンケート記入（15 分間） 
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（２）班ごとの意見と結果 

１班の意見と結果 

 

【1班の会議の様子】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体化された観光戦略への提案】 



21 

 

 

 

 

【１班が考える本市の強みと弱み】 

 
 

 

 

【１班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 

  

Group 

№１ 
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２班の意見と結果 

 

【２班の会議の様子】 

  

  

 

【具体化された観光戦略への提案】 
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【２班が考える本市の強みと弱み】 

 

 

 

 

【２班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№２ 
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３班の意見と結果 

 

【３班の会議の様子】 

  

 

  
 

 
【具体化された観光戦略への提案】 
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【３班が考える本市の強みと弱み】 

 
 

 

【３班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№３ 
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４班の意見と結果 

 

【４班の会議の様子】 

  
 

  
 

 

【具体化された観光戦略への提案】 
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【４班が考える本市の強みと弱み】 

 

 

【４班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№４ 
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５班の意見と結果 

 

【５班の会議の様子】 

  

  
 

 

【具体化された観光戦略への提案】 
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【５班が考える本市の強みと弱み】 

 

 

 

【５班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№５ 
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６班の意見と結果 

 

【６班の会議の様子】 

  
 

  
 

 

【具体化された観光戦略への提案】 
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【６班が考える本市の強みと弱み】 

 

 

【６班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№６ 



32 

 

７班の意見と結果 

 

【７班の会議の様子】 

  
 

   
 

 

【具体化された観光戦略への提案】
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【７班が考える本市の強みと弱み】 

 

 

 

【７班が考える観光戦略に向けた提案と役割分担】 

 
  

Group 

№７ 
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資料２ 城陽未来まちづくり会議における配布資料 
 

（１）全国的な観光動向や現状 

① 日本人の観光旅行の変化 

日本人の観光旅行の変化を以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 観光旅行の交通手段 

宿泊旅行者の交通手段として、飛行機や新幹線のシェアが減少する一方、自家用車・レ

ンタカー・貸切バスのシェアが伸びています。 

また日帰り旅行の交通手段として、自家用車が約半数を占めていますが、その他電車も

約 3割を占めています。 
  

Step１【昭和 20 年～昭和 29 年】 

戦後の観光は日本人が楽しむものでなく、外国人向けの高価な商品。このような中、

日本人の旅行として修学旅行や団体旅行が復活 

Step２【昭和 30 年～昭和 48 年】 
団塊世代の若年時代の卒業旅行や海外旅行、職場の慰安旅行や家族旅行が中心 

Step３【昭和 49 年～平成 2 年】 

バブル期（好景気）までは海外旅行の急増や自家用車の普及により、マイカーを利

用した家族旅行が中心 

Step４【平成 3 年～】 

バブル崩壊以降は観光旅行が多様化し、「安・近・短※1」が増え、またファミリー

向け自動車の増加や、交通手段の多様化により、「安・遠・短※2」の傾向が強まる 

※1 安・近・短……費用が安く、距離が短く、日程が短いこと 
※2 安・遠・短……費用が安く、遠くまで行けて、日程が短いこと 

■ 国内宿泊旅行の(最長輸送)交通モードシェア 
資料：観光庁 旅行・観光消費動向調査 

■ 日帰り旅行の交通手段 
資料：観光庁 日本人の観光旅行の状況に関する 

調査・分析等報告書
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③ 観光旅行の形態 

国内の宿泊観光旅行の形態をみると、団体旅行から個人旅行へ変化している傾向がみら

れます。平成 21 年以降は、個人旅行の割合が 7 割以上となっています。 
また観光旅行の同伴者は、家族や友人・知人等の小人数での行動が多くなっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④ 観光旅行の情報源 

旅行に行くにあたって参考にする情報源

をまとめると以下のとおりです。 

1 位「インターネット」：増加傾向が続き

重要性が高まっています 

2 位「家族・友人の話」：減少傾向から横

ばい傾向が続いています 

3 位「パンフレット」：ガイドブックと合

せて、紙媒体も主要な情報源となっ

ています 

  

■ 観光旅行の同行者 
資料：社団法人日本観光振興協会  

平成 18 年「観光の実態と志向」（15 歳以上の複数回答） 

■ 国内宿泊観光旅行における個人・団体旅行の比較 
資料：社団法人日本観光振興協会 

「平成 23 年度版観光の実態と志向 第 30 回国民の観光に関する動向調査」 

■ 旅行に行くにあたって参考にする情報源 
資料：社団法人日本観光振興協会 

「平成 23 年度版観光の実態と志向  

第 30 回国民の観光に関する動向調査」
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⑤ 観光旅行先での行動 

■ 行ってみたい旅行のタイプ（2012 年） 

1 位：温泉旅行 32.7％、2位：自然観光 24.8％、3位：グルメ 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 宿泊旅行の主な目的の順位 

1 位：自然・名所などの見学や行楽 36.9％、2位：慰安旅行 28.6％、3 位：趣味・学習・

研究 8.8％となっています。 

 
 
 
 
  

■ 行ってみたい旅行のタイプ 
資料：（一財）日本旅行業協会 数字で語る旅行業 

■ 宿泊観光旅行の主な目的 
資料：（一財）日本旅行業協会 数字で語る旅行業 
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（２）城陽市の特性 

① 城陽市の人口推移 

城陽市の人口はごく緩やかに減少を続けています。また、年齢４区分別の人口構成比を

みると、65 歳以上が増加し 64 歳以下が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 城陽市の魅力 

城陽市の魅力の順位は以下のとおりです。 

１位：⑤通勤・通学・買物などが便利 33.6％（前回調査では３位） 

２位：④住宅地として住みやすい 28.3％（前回調査では２位） 

３位：①自然に恵まれている 12.6％（前回調査では１位） 

  

■ 年齢４区分別の人口構成の推移 
資料：H22～H27 は住民基本台帳（各年４月１日） 

H32・H37 は国立社会保障・人口問題研究所による将来推計

■ 城陽市の魅力 資料：城陽市市民意識調査（平成 23 年 10 月実施） 
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③ 地域活動の参加状況 

地域活動の参加状況は以下のとおりです。 

１位：⑪子どもの健全育成 13.2％ 

２位：⑦地域の安全 10.8％ 

３位：④学術・文化・芸術またはスポーツの振興 9.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
④ 地域活動参加の際に支障になること 

地域活動を行う際に支障となる内容は以下のとおりです。 

１位：②仕事が忙しく時間がない 24.5％ 

２位：⑨地域活動に関する情報がない 20.5％ 

３位：⑤健康や体力に自信がない 19.6％ 

  

■ 地域活動の参加状況 資料：城陽市市民意識調査（平成 23 年 10 月実施） 

■ 地域活動への支障  
資料：城陽市市民意識調査（平成 23 年 10 月実施） 
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⑤ 城陽市への「ふるさと感」の状況 

城陽市への「ふるさと感」は、「ふるさと感をもっているが」39.7％、「ふるさと感をもっ

ていない」が 33.6％となっており、「ふるさと感をもっている」がやや多くなっています。 

年代別にみると、20 歳代・30 歳代・70 歳以上で「ふるさと感をもっている」が多くなっ

ており、40 歳代・50 歳代・60 歳代で「ふるさと感をもっていない」が多くなっています。 

 

  

■ 城陽市への「ふるさと感」の有無（全体） 
資料：城陽市市民意識調査（平成 23 年 10 月実施） 

■ 城陽市への「ふるさと感」の有無（年代別） 
資料：城陽市市民意識調査（平成２３年１０月実施） 
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（３）城陽市の観光の状況 

① 城陽市全体の観光入込客数の推移 

城陽市の主要な観光施設の入込み客数は、おおむね 100 万人前後で推移しています。こ

のうち、府内からの観光客が 75 万人、府外からの観光客が 25 万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

② 平成 19 年を 100 とした観光入込客の推移 

平成 19 年を 100 とした観光施設の観光入込客数の推移をみると、全体的に横ばいで推移

していますが、その他の民間施設やショップ五里五里の里は減少傾向となっています。 

同じく平成 19 年を 100 としたイベント等による観光入込客数の推移をみると、山背古道

は平成 24 年度に一旦減少していますが、全体的にみると増加傾向となっています。一方、

城陽ウォークと茶まつりは平成 19 年度の半数近くまで減少しています。 

  

■ 平成 19 年を 100 とした入込客数の推移（施設関係） 
資料：城陽市観光入込客調査 

■ 平成 19 年を 100 とした入込客数の推移 

（イベント関係） 資料：城陽市観光入込客調査 
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③ 年別観光入込客数の推移 

年別の入込客数の推移をみると、青谷

梅林、城陽旬菜市、山背古道は増加傾向に

ありますが、その他は横ばい、または減少

傾向となっています。 
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資料３ 会議開催に向けた事前アンケート調査 

（１）調査の概要 

 

≪調査の目的≫ 

「城陽未来まちづくり会議（55 人委員会）」は、1つのテーマについて交流と対話を行

い、その意見を市民の声として行政への提案のつなげ、また交流の場を通じて地域社会

のつながり（コミュニティ）を高めるためることを目的に開催しました。 

このアンケート調査は、城陽未来まちづくり会議を実りあるものとしていくため、無

作為に抽出した市民 1,800 人を対象に、会議への参加依頼（P.43）とともにアンケート

用紙（P.44）を郵送し、調査を実施しました。 

 

 

 

≪調査の概要≫ 

（１）調査地域   城陽市全域 

（２）調査対象   城陽市在住の満 18 歳以上の男女個人から無作為で 1,800 人を

抽出（平成 27 年 6 月 1日現在） 

（３）調査方法   郵送法（郵送配布－郵送回収） 

（４）調査時期   平成 27 年 6 月 

（５）回 収 数   431 件（回収率 23.9％） 

 

 ※グラフ中に出てくる「Ｎ＝○○」は有効回答数を表しています。 

集計結果はすべて、小数点第 2 位を四捨五入しており、比率の合計が 100.0％になら

ないことがあります。 
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（参加依頼） 
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（アンケート用紙） 
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（２）調査の結果 

 

【質問１】あなたご自身のことについてお答えください。 
 

（１）性別 

 

 

 

 

 回答数 割 合 

男性 200 46.4% 

女性 228 52.9% 

無回答 3 0.7％ 

合計 431 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢層 

 

 

 

 

 回答数 割 合 

10-20 歳代 87 20.2% 

30 歳代 122 28.3% 

40 歳代 36 8.4% 

50 歳代 36 8.4% 

60 歳代 61 14.2% 

70 歳代 25 5.8% 

80 歳代以上 61 14.2% 

無回答 3 0.7% 

合計 431 100.0%

 

 

  

・回答者の性別をみると、男性が 46.4％、女性が 52.9％で女性の割合が高く

なっています。 

・回答者の年齢層をみると 30 歳代が最も多く 28.3％、次いで 10-20 歳代が

20.2％の順になっています。 
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【質問２】城陽未来まちづくり会議（５５人委員会）の参加案内を最初にご覧

になったとき、どのようにお感じになりましたか。 

 

 

 

 

 

 回答数 割 合 

面白そうだと思った 174 40.4% 

興味がなかった 113 26.2% 

内容が分かりづら

かった 
87 20.2% 

その他 44 10.2% 

無回答 13 3.0% 

合計 431 100.0%

 

 

 

 

≪その他の主な意見≫ 

・難しそうと思った。 

・荷が重いと思った。 

・どういう風に選んでいるのだろうと思った。 

・希望が湧き将来に夢を抱かせる。 

・55 人という大人数でどう意見を集約するのだろうと思った。 

・テーマに関心がない。 

・何をしたいのかわからない。 

・仕事の都合がつけられない。 

・面白い取り組みだなと感じたが、参加しようとは思わなかった。 

・どのように対応していいのか迷った（あまり考えたことのないテーマであること）。 

・予定がすでに入っていたので残念だった。 

 

  

・「面白そうだと思った」が最も多く 40.4％を占めています。 

・次いで「興味がなかった」が 26.2％となっています。 

・「内容が分かりづらかった」は 20.2％となっています。 
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【質問３】今回のように無作為抽出の市民の皆さまに案内状をお送りし、参加

者を募る方法について、どのようにお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 回答数 割 合 

多くの市民が参加

の機会を得られて

良い 

295 68.4% 

関心のない市民に

も参加案内が届く

ので効率的でない 

110 25.5% 

その他 14 3.2% 

無回答 12 2.8% 

合計 431 100.0%

 

 

 

 

 

 

≪その他の主な意見≫ 

・あまりにも高齢者は参加できない。 

・関心のある市民に案内が届かない場合があり効率的でないと思う。 

・私の周りにとても関心を持った方がおられます。公募されたらどうでしょうか。 

・年代をもうすこし絞るべき、若い人限定（10～50 代）にしたほうがいい。 

・よく分からない。 

・市としての取組を改めてわかりましたが興味があっても定員オーバーで抽選になれ

ばお互いに意見交換の場がなく残念です。 

・効率的でないとまでは思わないが関心のない人が多そうと思った。 

 

  

・68.4％の人が「多くの市民が参加の機会を得られて良い」と回答しています。 

・25.5％の人が「関心のない市民にも参加案内が届くので効率的でない」と回

答しています。 
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【質問４】城陽未来まちづくり会議への参加を承諾されましたか。 

 

 

 

 回答数 割 合 

承諾した 62 14.4% 

承諾しなかった 365 84.7% 

無回答 4 0.9% 

合計 431 100.0%

 
 
 
 
【質問５】参加承諾をされなかった理由は何ですか。 

 

 

 

 回答数 割 合 

参加したかったが今回

は都合が合わない 
65 17.8% 

2 日間の参加が難しい 60 16.4% 

会議そのものに関心が

なかった 
57 15.6% 

土曜日は参加できない 45 12.3% 

心身の不調のため 44 12.1% 

拘束時間が長すぎる 36 9.9% 

謝礼が少ない 8 2.2% 

その他 46 12.6% 

無回答 4 1.1% 

合計 365 100.0%

 

≪その他の主な意見≫ 

・仕事の為都合が合わない。 

・本当に無作為なのか疑問があり、参加したとしても自分の意見が反映されるよう

な会議になるとは思わない。 

・今回のテーマに興味がなかった。 

・まちのことをよく知らないから。  

・最も多かった理由は「参加したかったが今回は都合が合わない」となっています。

・次いで「2 日間の参加が難しい」が 16.4％となっています。 

・14.4％の人が「承諾した」と回答しています。 

・84.7％の人が「承諾しなかった」と回答しています。 
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【質問６】 今後、城陽未来まちづくり会議で扱って欲しいテーマはありますか。（複数

回答） 

 

 

 

 

 回答数 割 合 

子育て 140 32.5% 

道路・交通 135 31.3% 

高齢者・障がい者福祉 125 29.0% 

医療 110 25.5% 

都市計画 107 24.8% 

教育 97 22.5% 

環境 79 18.3% 

防犯防災 76 17.6% 

自然・歴史・文化財 64 14.8% 

商工観光業 47 10.9% 

市民活動 30 7.0% 

農業 29 6.7% 

その他 17 3.9% 

無回答 29 6.7% 

合計 1,085  

 

  

・「子育て」が 32.5％と最も多くなっています。 

・次いで「道路・交通」が 31.3％となっています。 

・「高齢者・障がい者福祉」「医療」「都市計画」「教育」はいずれも 20％以上と

なっています。 

≪その他の主な意見≫ 

・少子化対策。 

・若い者が希望を持てる市に、チャン

スがあればほかの町へ移りたい。 

・どれも順番に必要と思う。 

・高齢化対策を早くからどんどん進

める。 

・近隣の市町村を含めた広域を含ま

ないと将来の発展はない。考えが

小さすぎる。 
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【質問７】自由意見 

・城陽市の気候・環境・風土には魅力があると思いますが、生かしきれていないように

感じます。（お茶やあらすいも）京都⇔奈良の移動の途中にふと立ち寄って休憩でき

るような大きいカフェなどがJR城陽駅前や寺田駅前にあればいいなと思います。松井

山手のスターバックスのような雰囲気の。オシャレ・レトロな街になればいいなと思

います。 

・市外からのウォーカーやサイクリング利用者から道を訊かれることが多くて、それ

を考えると案内所や表示板などが少なすぎるのかな？とその度に思います。 

・宇治市にも負けず、京都にも城陽ありともっとアピールできればよいと思います。 

・2年前の秋ごろの花火大会を開催してほしい。そして継続してもらえればと思います。

・城陽の特産物（梅、いちじく、サツマイモ）をもう少し活かして、アピールしてい

ったらいいのではないかと思います。また、城陽も観光するところが沢山あると思

うので、レンタル自転車を設置してはどうかと思います。 

・周辺のまちを含めた中で考えるべきだと思います。城陽市だけ、とスケールを小さ

く持つのではなく、もっと大きな範囲の考えをするべきだと思います。 

・国道 307 号はサイクリングの方も多いので、木津川沿いか新しくできる道の駅に自

転車用の設備があると良いと思います。また、そういう催し物もあれば来ていただ

けるのかなと思います。住民も観光客も楽しめるような場所になればいいなと思い

ます。 

・梅林の存続を危惧して、活動しています。城陽市の特産としての梅を農産物として

又、観光資源としてもっと活用する施策を、多くの市民の方と意見交流する中で考

えたいです。 

・新名神高速道路が完成したあかつきには、京都南部の交通の拠点となり、それを見

越した道路の整備、都市計画が必要だと思います。 

・高齢者や障がい者を法律の枠に縛られず、社会を構成する層として、人生を輝かせ

られるようにするため、社会に果たす役割とその環境づくりを政策として取り組む

ことが必要だと思います。 

・子育てのしやすいまちや高齢者に楽しい余生を送ってもらえるまちづくりのため

に、具体的に低収入層の子育て世帯の救済策や高齢者の買い物難民をどうするか？

など本気で取り組まないと若年世帯の流出や少子高齢化は止められないと思いま

す。もっと街の声をしっかり聞くべきです。 

・無作為抽出は納得できない。 

・城陽市でもっと京都サンガを盛り上げてほしいと思います。応援のぼりなどを掲げ

るなど…他のチームと比べて京都サンガは圧倒的に少ないと思います。 

・城陽市立学校給食センター前の道や、そこから城陽警察署方面へ下る西行きの高架

など、ダンプが通る道に砂等が積もるほど大量に落ちているので汚すぎます。道に

出る前に泥を落とすなど、道を汚さないようにしてもらいたいです。車で走った

り、歩いたりすると雨の日などはかなり汚れます。他府県の人が城陽に来た時に

「城陽は汚い所」と思われないようにきれいにするべきだと思います。 
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・毎朝交通整理の人が通学路に立ち、子どもたちの安全を守ってくださっています。

子どもたちは「おはよう」とか「ありがとう」の言葉もなく無表情で通り過ぎま

す。そんな子供たちがすごく心配です。 

・自転車の交通規制が厳しくなりましたが、毎朝自転車で右側を走って通学や通勤を

する人がいて危なくて歩きづらいです。 

・道路工事が進み、通るたびに変化していてびっくりしています。これからどんな城

陽になっていくのか、期待と不安の気持ちがありますが、完成した時は、全員がハ

ッピーになれますように願っています。 

・未来まちづくり会議のことを知らなかったので、もっと市民に会議のことを知って

もらえるようにした方がいいと思います。 

・自分の住んでいる街の活性化や将来について、真剣に考えてみることは、進んで皆

がしなければいけないことかとは思いますが、思うだけで日々何もせず忙しさを理

由に暮らしていることは、反省しなければいけないとこの会議の案内を見て思いま

した。 

・行政が市民の意見・考えを直接聞く機会を設けられたことを大変うれしく思いま

す。また、共に一人の市民としてまちの未来に対する責任というものも感じさせら

れました。 

・無作為で抽出しても、土曜の出席となると参加できない人も多いのではないかと思

います。ネット等自宅でも参加できる方法を考えてはどうかと思います。 

・無作為に選ぶのではなく、テーマに合った年代を選ぶ方が良いと思います。 

・特産の金銀糸を使った若者（高齢者）向けの装飾品、スカーフやバック、スマホケ

ースなど、他府県のようにみんなが寄附したいと思うような特産品を考えてはと思

います。 

・毎年どこかで大きな災害が起きており、市として、どのような防災の取り組みをさ

れており、市民にどれほど周知されているのかわからないです。 

・働く世代、子育て世代にとって住みたくなるまちになってほしいです。 

・城陽市が人口減となり、また、高齢者が多くなり活気がないように思います。若い

人が住みやすい街、産婦人科、小児科があり幼稚園、保育所などが完備出来ればと

良いと思います。 

・若者が定着すると町が活性化すると思いますが、そのためにはどうすればよいかを

重点的に考えるべきと思います。 

・偏差値の高い高校づくりのために、教育に力を入れ、ファミリー層の移住に期待す

ると良いと思います。 
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≪クロス集計≫ 

① 年代別×参加案内を受取った印象 

城陽未来まちづくり会議の参加依頼を受け取った印象を年代別に集計しました。 

 

 

 

 

 

② 年代別×無作為抽出印象 

参加依頼を無作為で抽出した印象を、年代別に集計しました。 

 

 

 

 

 

・どの年代も参加案内を受け取って「面白そうだと思った」と感じたようです。 

・一方で、40 歳代、50 歳代では「興味がなかった」が上回っています。 

・どの年代も「多くの市民が参加の機会を得られてよい」と感じたようです。

・一方で、「関心のない市民にも案内が届くので効率的でない」は３０％前後

が多くなっています。 
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③ 年代別×参加できない理由 

参加できない理由を年代別に集計しました。 

 
 

 

 

 
 

 

④ 年代別×城陽未来まちづくり会議で扱ってほしいテーマ 
今後、城陽未来まちづくり会議で検討したいテーマを年代別に集計しました。 

 
 

 

 

 

  

・参加できない理由は、「都合が合わない」「2 日間の参加が難しい」が多く、

複数日の参加がネックであるという理由が多くありました。 

・年齢層が高くなるにつれて「心身の不調のため」の理由が多くありました。

・今後、扱ってほしいテーマとしては、子育てが多くなっているものの、道

路・交通や福祉関係など、日々の生活に密着したテーマについて票が集まり

ました。 



54 

 

資料４ 会議参加者のアンケート調査 

城陽未来まちづくり会議の当日、ひとことカード（1日目）と感想カード（2日目）を配

布し、自由意見を書いていただきましたので、意見の内容を紹介します。 

 

 

 

① 今後の観光まちづくりに向けた提案 

 

・小さな子ども達が安心して遊べる所があれば良い。 

・高齢者がイベントのお手伝いができるとよいのではないか。 

・人が多く集まると治安が悪くなるので、防犯面の検討も必要である。 

・青谷の梅まつりは、会場がもう少しゆったりとして落ち着ける場所であれば、もっと楽

しいイベントになると思う。 

・ＩＴ等を利用したＰＲを充実すれば観光客の増加につながると思う。 

・これからの 10 年で城陽は大きく変わるので、名神が開通しても城陽市を通過させないよ

うな事を考える必要がある。 

・字体やデザインを統一し、ＰＲの充実が必要である。 

・安心して歩ける歩道が整備されると良い。 

・財政面の問題を解決しないと、何をするにも前に進めない。 

・まずは工業団地を整備して企業誘致を図り、法人税収入の比率を増やすこと。そして市

民税を安くすれば人口は増加し人の往来も増える。 

・素敵な駅前だと下車した気になるので、駅前整備は必要である。 

・駅前に「道の駅」をつくり、特産品を購入してもらうのはどうか。 

・大学との連携は、費用をあまりかけずに地域の創生につながるので、是非検討していた

だきたい。 

・観光案内の作成やホームページの開設等の王道のやり方では、中途半端な城陽をアピー

ルすることは難しい。暴走するゆるキャラや自虐的なネーミング（キーワード）を用い、

変化球で勝負するのはどうか。  
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② 会議の運営に関して 

 

<会議の継続について> 

・55 人委員会に参加できてよかった。多くの方が真剣に城陽市の事を考えていることが実

感できた。ただ、限られた時間で討議するには大きすぎる問題なので、今後も月 1 回程

度の継続会議をお願いしたい。 

・観光は何年も先の話であり大きなテーマなので、定期的に話し合う場や、いろいろな意

見を出し合う場は大切だと思う。 

・今回のような市民会議が今後も必要であり継続すべき。 

・いろんな意見がまだ出せたので、このような会議を再度開催してほしい。 

・継続が必要、今回のメンバーでも良いが新たなメンバーを加えて議論がほしい。小中高

生を参加させるのもよい。 

・自分の住んでいる市について考える機会があって非常に良いと思いました。定期的にこ

ういう機会が有ると良いと思う。 

 

<行政の運営体制について> 

・班ごとの発表は素晴らしいが、市側の提案や市としての意見が無い。（市民の意見を吸い

上げるのが今回の目的なのかもしれませんが）何のために市長が現場まで来ているのか。 

・市の職員も参加し、市の現状や可能な情報がもう少しほしいと感じた。 

・観光協会の方々の参加、傍聴があったほうがよいと思う。 

・市役所職員が市民としてテーブルに参加したほうがよいと思う。 

・何故もっと城陽市が主体となって会議を運営しないのか。 

・会議の時間の短さは、実行していこうという気があるのかと思わざるを得ない。 

 

<会議の進め方ついて> 

・城陽市で既に実施している構想については、事前に紹介しておくべきだったと思う。せ

っかくの市民が集まって検討する場なので、同じ考えを出すのはもったいない。 

・観光協会は何を目指しているのか知りたかった。また市はどの程度の税金を出せるのか

も知りたかった。 

・時間が少なく感じるので、2回目に挑むまでに各自の意見をまとめる依頼をして持ち寄っ

て、話しを始める等した方がよかった。 

・会議の資料について、計画の行程、財源、評価方法等、もう少し充実すべきだと思う。（イ

ンターネットで公表しているなら、それも知らせる） 

・観光ありきなのか、まちづくりなのか会議の主旨を明確にして進めてほしい。 

・事前資料は内容が充実しているのに、グループワークの議題はそのデータを受けたもの

ではない。またテーマがざっくりで検討しにくかった。「城陽市はこうしたいと思ってい

るけどこの点について皆さんはどう思いますか」と言う具体的な提案にしてほしい。 

・テーマが漠然としているので、考えるポイントをどこに置いていいのか分からなかった。 

・観光を重視したい理由が経済効果への期待であれば、どのくらいの経費が掛かっている

のかを知りたい。 

・参加者に若い人がもう少し増え、若い意見が出るようにお願いしたい。 

・市政に近いことや改善を考えてきたので、この程度で良いのかと心配になった。 

・発表時間やワークショップの時間が短すぎて議論がまとまらない。  
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③ 市政に関して 

 

<政策への反映について> 

・観光には、道路、鉄道、駐車場などのアクセスが大切であり、観光に関する議論をする前

に昨年行われた市民会議の公共交通の基本計画を説明すべきである。そうでなければ市

民会議間の連携がない。 

・検討した内容がどのように市政に反映されていくのか知りたい。 

・市民として出来ることを真剣に考え、城陽を自分たちの町を大切にしたいと提案したも

のなので、提案通り市政に反映させてほしい。 

・各班の意見がどこまで実現するのか分かりませんが、市民が色々考えたものなので、積

極的に取り入れてほしいし、形が残る物にしてほしい。 

・城陽市の良い面・悪い面が出たので、この意見は受け止めて頂きたい。 

 

<観光政策そのものについて> 

・基本的な前提として、城陽市で観光をうたっていくのか、いけるのか。 

・城陽市に観光はそれほど重要でないのではないか。 

・大都市や観光地の狭間で他の生き方があるのではないか。 

・農産物が主体となるが、この程度の産物で将来も人を引きつける魅力があるのかが懸念

される。 

・城陽市のまちづくりの方向性が見えない中で観光についての議論だが、実現されていく

のか疑わしく思う。 

・多数の市民の意見を聞いたところ思いは同じであるため、この結果を生かして、よりよ

い城陽を創るのかにかかっている。 

 

<今後への期待> 

・個人的には高速道路はいらないと思っているが、せっかく出来るので最大限に活かせる

施策を期待する。 

・地方都市としての新たな価値観の第一歩を踏み出すことを期待する。 
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④ 全体的な感想 

・市民の意見を聞き入れて発展していってほしい。 

・この会議が城陽市の明るい未来に活かされることを願う。 

・班によって考えた方が全く異なり、同じ方向であってもアプローチの仕方が異なってお

り、いろいろな考え方に触れることができたので良かった。 

・情報発信が重要であることを改めて感じた。 

・この会議に参加して、城陽市に対する愛着が想像以上に強かったことに感銘を受けた。 

・こんなにまじめに城陽のことを考えている人がたくさんいるとは思っておらず、ホッと

した。参加して勉強になり良かったと思う。 

・自分の住んでいる町について知る事は、非常に重要であると感じた。 

・一日半の時間的に無理な面が多々あったが、それなりに貴重な意見が出たので有意義な

会議だったと思う。 

 

<新たな気づきについて> 

・観光について興味はありませんでしたが、地元の事で知らない事がたくさんあった。会

議で城陽市の事を知り、参加できるイベントに参加したいと思った。城陽市の観光では、

梅ぐらいしかないと思っていたが、人が集まる場所がたくさんあることが理解できた。 

・1回目、2回目の会議を通して城陽市について知ることが多かったこと、また、城陽市の

観光について考えていく中で、今後どのような市になっていってほしいか等、自分の思

いを見直す機会を作れたということが、参加したことで得られた大きな 2 つのことだと

感じた。 

・まちづくり会議に参加して、地元「城陽市」を見る目が変わった。私たちの意見が少しで

も反映されると嬉しく思う。若い人たちの参加もあり色んな人の意見も聞けて大変勉強

になった。 

・「城陽市の観光」は現状から考えても難しい問題がたくさんあったが、逆に新たな発見も

あり良い経験となった。 

・あらゆる視点から考えることで、何もないと思っていた城陽市にもまだまだ頑張れる余

地があるのだということを知った。 

・城陽市の名産物は市民歴20年の私も知らないものがあり、城陽を知るきっかけとなった。 

・城陽市は京都市の衛星都市としての性格が強く、大きなセールスポイントが存在しない

ことから、議論があまり進まないとの思いがあったが、実際には町おこしや新たな可能

性が見いだせ、非常に面白味のある会議だった。 

・市民が城陽市のことを知らないという事が分かった。観光以前に市民が城陽のことを知

ることから始めるのも大切だと思う。 
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<会議の意義について> 

・今回の会議に参加して、素晴らしい提案が次々と出ることに感銘すると共に、地元の人々

の生の意見を聞けたことに、この会議の意味の深さを感じた。 

・グループワークを通じて、手ごたえのある具体的戦略を立てられたことに、この会議の

意義を感じた。 

・時間が足りないことで意見が出しきれなかったように思うが、城陽の未来のために真剣

に考える人が多数集まって意見を出し合えたことに大きな意義があると思う。 

 

<自分なりのアクションについて> 

・思っていたより若い人も多く、各個人の考えを聞くことができて有意義だった。今後も

城陽市が盛り上がることを言ってほしい。自分自身も城陽市の為にできることをやろう

と思う。 

・城陽市を発展させようと考えておられる市民の方々が大変多いので関心致しました。私

自身城陽のことをあまり知らずにいたことを反省しております。今後、城陽市の発展の

ために何かの役に立ちたいと思う。 

・城陽に今まで住んできて、良い点や悪い点が理解できて良かった。城陽を観光地として、

発展させるためには、自分が城陽の観光を知らないと、他の人に説明が出来ないので、

様々なイベントに参加し体験してみたいと思う。 
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参考資料 新聞記事 

 

 

<京都新聞 平成 27 年(2015)8 月 30 日> 
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<洛南タイムス 平成 27 年(2015)8 月 30 日> 
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<城南新報 平成 27 年(2015)8 月 30 日> 
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<洛南タイムス 平成 27 年(2015)9 月 27 日> 
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<城南新報 平成 27 年(2015)9 月 27 日> 
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